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　「映像で科学を学ぼう!!」をテーマに、こ
どもフェスタ2021が恵那文化センターで
開催されました。気象警報の発令により、
残念ながら8月17日午前の部のみの実施
でしたが、訪れた親子150人は、人体の不
思議を映像で学んだり、体験ブースで科学
に触れたりして楽しみました。
　段ボール迷路を体験した長島小学校１年
生の小栗知

とも

佳
か

さんは「迷路が楽しくて、何
周も回った」と笑顔で話しました。

こどもフェスタにこどもフェスタに
段ボール迷路が登場段ボール迷路が登場

今月の表紙 ０３	 特集	ホストタウン期間終わる
０４	 特集	若い世代の
　　		　　	なるほど、ワクチン接種
０６	 特集	市の人事行政運営状況
０８	 注目情報
 ·令和４年成人式は１月開催
 ·えな笠置山栗園大収穫祭
 ·こども園、保育園、保育所
　　　  令和４年度の入園受け付け
１０	 お知らせ
１６	 みんなの掲示板
１７	 おくやみ・県のお知らせ
１８	 健康ガイド
１９	 相談コーナー
２０	 地域情報トピックス
２１	 図書館・文化施設情報
２２	 エーナの社会見学
	 ビジネスサポートセンター
２３	 健幸レシピ
	 恵那中央出張所えなえーる
２４	 出生・1歳になりました
	 園・小中学校トピックス
２５	 輝く恵那人
２６	 ニュースと話題
２７	 いいね！　恵那市公式ＳＮＳ
２８	 感染につながる行動は自粛を

総数 48,584 人 （ － 42）
　男 23,702 人 （ － 27）
　女 24,882 人 （ － 15）
世帯 19,902 世帯 （ 　 9）

（　）内は前月との比較

人口（8月 1日現在）

221 回（1,338 回）
（　）内は 1 月からの累計

出生　17 人
死亡　57 人 － 40 人
 1 月からの自然増減 － 305 人
転入　99 人
転出 101 人 － 2 人
 1 月からの社会増減 － 207 人

人口動態（7月異動）

救急車出動回数（7月）
建物 2 件 （5 件）
その他 0 件 （8 件）
（　）内は 1 月からの累計

人身事故 　3 件 （23 件）
物損事故 101 件 （682 件）
負傷者 3 人 （26 人）
死者　 0人 （0 人）
（　）内は 1 月からの累計

火災（7月）

交通事故（7月）
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※件数は数値が変動する場合があります

①オンラインで交流するふれあいハーモニー（笠置町）②若福（飯地町）
③不動滝やさい会（中野方町）　④五平バーガーを手に笑顔の選手

地域の味のプレゼント

子どもたちからのエール

「オリンピック選手の口に合うかしら」と心配しつつ、心を
込めて提供。「中野方の野菜がたっぷり入ったお弁当。地
元の味が少しでも選手の皆さんの力になればうれしいで
す」不動滝やさいの会（中野方町）林雪江さん

練習を見て「体が大きくてかっこよかった。スピードが速
くてびっくりした」安田一華さん（恵那北小２年生）
オンラインで歓迎会で質問をしたら「気さくに答えてくれ
てうれしかった」小栗りほ佳さん（恵那北中３年生）

「オリンピック選手だからと私たちが身構えていると、『オ
ゲンキデスカ』『コンニチハ』などと笑顔で声を掛けてく
れました。フレンドリーで、礼儀正しい方ばかりでした」
熊谷利江さん（写真）

宿泊施設で

　ホストタウンとして、初めて海外の選手をもてなし
た１４日間。当初思い描いたような交流はできませんで
したが、多くの方に支えられ、感染症対策を行いなが
ら、無事終えることができました。
　東京に向かう前、「アリガトウ、恵那。私たちは家族
です」の言葉をくれたカヌーチーム。オリンピックで

①全校で練習の見学に行った恵那北小学校児童。うちわを手に応援　
②オンライン歓迎会・壮行会では全小中学校がメッセージを送った

かんぽの宿恵那の朝食スタッフの方々

ポーランドは全１４個のメダルを獲得しましたが、そ
のうちの２個がカヌーでした。表彰台では、画面越し
に弾ける笑顔を見せてくれました。不透明な世の中で
すが、今後もできる限りの交流をしていけたらと思い
ます。
　　　市ホストタウン推進実行委員会会長　山本好作

東京2020大会の事前キャンプで市内に滞在したポー
ランドカヌーチーム。オンラインなどで行われた市民
の皆さんとの交流を、写真とコメントで振り返ります。
　　　　　　　スポーツ課　 26-2111（内線 481）問

ホストタウン期間終わる

　　　　　　おじさんのおじさんの
ふるさと情報ふるさと情報
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小
学
校
６
年
生
の
時
に
使
っ
た
「
夏
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友
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ほ
う
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だ
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こ
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山
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と
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中
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野
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し
な
が
ら
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な
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の
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と
し
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々
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岡
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も
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今
日
、
山
窩
の
姿
は
全
く
の
幻
と
な
っ
た
。

今
回
は
、
ほ
う
じ
松
に
山
窩
の
足
跡
を
見
つ
け

た
が
、
ま
だ
市
内
の
ど
こ
か
に
伝
わ
っ
て
い
る

話
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

恵
那
に
残
る

山
窩
の
足
跡

市民三学山岡委員会

水野喜文さん
（山岡町）

▲峠にあるほうじ松。枯れたネズの木の
大木が、そのまま立っている。毎年７月
初め、近隣の地区から「くせ送り」（害
虫駆除・豊作祈願）の紙

し で

垂が納められる。
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